
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広田小学校だより  
         陸前高田市立広田小学校 

                              校   報   号外 

                              ２ ０ ２ ４ 年 ２ 月 ２ ９ 日 

                              文    責    千葉憲一  

 

 

はまなす   

 先日の授業参観、学級懇談会へのご参加ありがとうございました。お子さんの一生懸命に学習してい

る姿をご覧になられたことと思います。 

お気づきの方も大勢いると思いますが、今学校では、ほとんどの授業で、担任が電子黒板（教師用タ

ブレット・コンピュータに接続できる大型画面のテレビモニター）を使い、わかりやすいように動画を見せ

たり、クラス全員のアンケート結果を一瞬で表示したりするなど毎日利用しています。また、児童において

も、個人用タブレット・コンピュータを使い、調べたりまとめたりして使っています。このタブレットを持って

校舎内を歩き回りカメラで何枚も撮影して、そのうちの必要な画像をシートに貼り付けて皆の前で発表

するなど、多種多様に利用しています。 

本当にここ数年のＩＣＴ機器を利用した学習活動が大幅に増えてきています。保護者の皆様におかれ

ましても、コロナ禍でのリモート会議や書類作成で利用している方も大勢いるはずです。今後、このＩＣＴ

機器の利用が減ることはおそらくないはずです。様々なインターネットを介した事件・事故が発生してい

ますが、その危険性を上回る便利さにより、間違いなく今よりも多くの日常生活で利用する頻度が増す

はずです。 

現在、国（文部科学省）や県・市教育委員会もＩＣＴ機器の利用促進をうたっています。主に次の点が

推進の理由です。 

 

 

 

 

今学校では週に一度児童用タブレットを持ち帰る日を設定し、学校であらかじめダウンロードしたドリ

ル等の問題を家庭で練習することを宿題としている日があります。学校で日常的に使っているため、使

い方等で悩んでいることはほとんどありません。子供は大人よりも慣れるのが早く、驚くほどです。 

ＩＣＴ機器（コンピュータ等）を使った
学習がはじまっています 

保護者用 

１ 動画などを使って学習の効果的な理解向上や内容定着が期待できる。 

２ 調べ学習などで資料をインターネット上から収集することができる。 

３ 感染症等での学級・学校閉鎖時等で、オンライン学習が可能になる。 など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 
左記のＱＲコードを読み込んでみてください。ほぼ毎週更新しています。 

最近の更新内容：「３年生市立博物館見学」「児童会新役員紹介」「４年生石川製油見学」などなど 

広田小学校ブログご覧ください 

今行っているタブレットの持ち帰りですが、インターネットに接続しない方法で計算等の課題を進め

ています。４月からは、学校で利用方法を学習してから、「家庭でインターネットにつないで」学習を進

めていきたいと考えています。そうすることにより、インターネット上にある様々な情報にアクセスすること

が可能になり、調べ学習等で目的に合った画像等を集めることができます。有害サイトへの接続の危

険性が心配かと思いますが、児童用タブレットは強い制限をかけており、そのような危険なサイトには

接続できない設定になっていますのでご安心ください。また、今後予定しているオンラインで担任や友

達との動画接続する活動についても、学校で使い方やメッセージ送信の注意などの事前指導をしっか

り行ってから実施いたします。いずれにしても、ご家庭の協力があってこその学習になりますので、どう

ぞ、ご理解のうえ、ご協力のほどを切にお願いいたします。後日文書でお知らせします。 

以上のことから、事前にご家庭へのお願いが２点あります。 

 

 

 

はじめに必要になるのは、①「家庭でのインターネット環境の整備」です。先日のＰＴＡ理事会で、各

家庭でのインターネット環境を伺いましたところ、参加した役員・理事さんすべてのご家庭でＷｉ-Ｆｉ等

のネット環境があるということがわかりました。もし、インターネット環境が構築されてないご家庭でも、

接続料は有料ですが、接続機器を市教育委員会から借りることができます。お気軽に学校にご相談く

ださい。 

②「持ち帰った児童用タブレット・コンピュータへの接続」については、なかなか子供だけでは難しい

です。家庭のＷｉ-Ｆｉ機器の接続のためのＩＤとパスワードが必要になり、それを入力することを保護者

のみなさんにお願いします。おそらく一度入力すると、機器に記憶され接続がスムーズになるはずです。 

【お願い①】 
利用できる環境を整えてください 

昨今の児童生徒の事件・事故の多くは、ＳＮＳ等ＩＣＴ機器を利用した場合が多いです。後先考えず

に、相手を誹謗中傷するメッセージを送ったり、言葉が不確かで誤解を生んだりしてしまいます。また、

簡単に見ず知らずの人とつながり、予期せぬ事件に巻き込まれ、被害者にも加害者にも簡単になって

しまいます。便利なものだからこそ、その陰の部分をしっかりお子さんと話し合っていただきたいと思い

ます。慣れてきたら次のことが考えられます。学校で使い方を知り、学校のタブレットを持ち帰って学習

するのですが、「制限が強くて面白いサイトに接続できない。」となると、家のタブレットやＰＣを使って目

的のサイトをのぞきます。そこにたどり着くまでに危険なサイトに偶然接続してしまうこともあります。ま

た、動画等の視聴中で、いつまでもＩＣＴ機器から離れられない状況のなかでは、お家の方の言うこと

などは聞こえず、なかなか約束を守れないこともあるはずです。お子さんが冷静な時に、しっかりと話し

合うことをお勧めいたします。「時間」「視聴内容」「視聴場所」「ルールを守れなかった場合どうする

か」などです。 

１ 家庭でのインターネット環境の整備  

２ 持ち帰った児童用タブレット・コンピュータへの接続 

【お願い②】この機会に 
家庭のルールを十分に話し合ってください 


